
エアコンをもつ家の配置と消費電力との関係
1.  研究背景と目的
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2.  モデルの設計

4.  結果と考察

3. 実験
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家電の消費電力の割合

1.家の配置と消費電力の関係を調べる。 

2.消費電力が少ない家の配置の傾向を見つける。

•日本は節電に対して関心が高い 

•エアコンは家電の中で消費電力が多い
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町の総消費電力増加！

他の家への排熱の影響

　エアコンは消費電力量が多く、外
気温を上昇させるという特有の問題
がある。さらに都市部では住宅が密
集しており、エアコンから出る排熱
の影響を他の家が受けやすい。エア
コンは室外機によって外気温を上昇
させる。すると外気温で温まった家
がさらにエアコンを使うため、都市
全体で消費電力量が多くなる。

(1) エアコンを起動する 

(2) 室外機から排熱が出る 

(3) 排熱により温まった家が
エアコンを起動させる 

(4) 室外機から排熱が出る

家エージェントがもつパラメータ

エアコンを持つ家のモデルを作成しシミュレーションを行う。 

実験にはマルチエージェントシミュレーションを用いる。

h(t)は排熱の影響を受けなかったときの外気温で
ある。γは係数であり、0.2である。

βは係数であり、0.25である。

αは係数であり、100である。

T’eは他の家の排熱である。D(d)は距離による熱の
減衰を考慮した関数である。

消費電力が多い家の配置と少ない家の
配置を比較

試行 1 試行 2 試行 3

試行 1 試行 2 試行 3

初期配置

探索後の
配置

平均47.3個のエージェント

•夏場、エアコンの節電をするのは難しい

初期配置 探索後の配置 探索後の配置
良い結果 さらに良い結果

悪い結果 悪い結果

•エアコンは他の家を暖める

• To: 外気温。家の室内温度に影響を与え、他の家の
排熱の影響を受ける。 

• Ti: 室内温度。エアコンの動作とToの影響を受ける。 

• Tp: エアコンの設定温度。エージェントごとに決
まった値を持ち、変動しない。 

• ΔE: 瞬間消費電力。エアコンが動作したときに発生
する。 

• Usage of total electric power: 総消費電力。ΔEの値
を徐々に足していき、１日の最後に確認する。 

• Te: 排熱。排熱は他の家のToに影響を与える。

ランダム探索法によってより消費
電力が少ない家の配置を探索する。

•探索空間の広さ：20x20 

•エージェントの数：150 

•学習回数：1,000世代 

•実験回数：3回•初期配置はランダムで決まる 

•今の配置から半径0.5の範囲で家を動かし、
消費電力を測定する 

•消費電力が多いという結果が25回連続で出
た場合、半径5の範囲で家を動かす

平均57個のエージェント

初期配置

探索後の
配置

 t 検定の結果、初期
配置と探索後の配置
の消費電力量に有意
な差が認められた。
（p < 0.01）

エージェントの
設定温度
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家エージェント

２つの家エージェント間の関係

I. ToがTiに影響を与える 

II. Tiの値がTpの値よりも大き
ければΔEが発生する 

III.ΔEが発生したとき、Tiの値
はTpの値になる 

IV. ΔEをUsage of total 

electric power に足す 

V. ΔEによってTeが発生する 

VI.Teは他の家のToに影響を与
える 
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消費電力が少ない家の
配置が探索空間の中心
部に配置されるかを実
験により確認。

試行 1 試行 2 試行 3

初期配置

探索後の配置

633,363 631,279 630,740

626,404 625,767 625,999

初期配置での 

消費電力量

探索後の配置での
消費電力量

試行回数

各パラメータの関係

目的

研究背景

実験方法 実験条件

研究方法

実験結果 まとめ

実験目的
ランダム探索法の動き

消費電力の少ない配置を見つけるた
めにモデルを作成しシミュレーショ
ンを行った。その結果、消費電力の
少ない配置を見つけることができた。
また、その配置に何かしらの特徴が
あることがわかった。拡大
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•配置の特徴を明らかにする 

•学習方法を効率の良いものに変更 

•消費電力がより高い家の配置も学
習によって導出して分析に用いる

今後の予定


